
 基盤技術部デジタルファクトリーグループ

は、組付け式金型を用いたパルプモウルド緩

衝材の設計支援システム（呼称：ＰＭＣＡ

Ｄ）を開発しました。 
 パルプモウルド緩衝材とは、古紙１００％

で製造される製品包装用の緩衝材です。材料

に石油を全く使っていないので環境に優しい

包装材料であり、卵の緩衝材としてよく見受

けられます。しかし、多品種小ロットの工業

製品の緩衝材としては、製品に合わせた金型

が必要なため、コストが高くなる欠点があり

ました。この問題を解決するために、工業技

術部応用技術室の物流技術グループは、緩衝

性能が既知の基本コンポーネントを組み合わ

せて様々な形状の製品に対応可能な緩衝材の

製造方式を考案しました。本方式では、基本

コンポーネントの金型を組み付けるだけで容

易に金型が作製でき、一度作製した金型もコ

ンポーネントの配置を変えることにより再利

用可能な特徴があるので、金型作製費を大幅

に低減できます。この技術シーズは、経済産

業省の今年度の「地域新生コンソーシアム研

究開発事業」として採択され、実用化のスキ

ームが組み立てられました。 
 昨年度までの方式では、包装すべき製品が

すでにある場合、極めて短時間に緩衝材設計

及び金型設計が可能な特徴があります。しか

し、包装すべき製品が無い場合は、従来どお

り製品の図面から金型設計をすることとなり

多くの時間を要します。製造業における製品

開発期間短縮は重要な要望であり、包装設計

においても、同様に、開発のコンカレント化

（並列化）や短納期化に対応できる生産シス

テムが必要となってきています。 
 そこで、本年度は、製品の３Ｄデータから、

容易にパルプモウルド緩衝材の設計ができる

システム（ＰＭＣＡＤ）開発を行いました。

一般に３次元形状処理を伴うシステムの開発

には多大なコストがかかるので、市場規模の

小さいシステムの開発は商業的に困難となっ

ています。本システムでは、実績の高い汎用 
 
 
 

３次元ＣＡＤソフト（Solidworks）やデー
タ処理ソフト（MS-Excel）をコンポーネン
トオブジェクトモデル（COM）に基づいた
インターフェイスで使用することにより、高

度な３Ｄ処理を安定して実現しています。 
図１は、製品の緩衝仕様を基に実験デー

タベースから適切なコンポーネントを選択し

た場面です。図２は緩衝材を２ピースで構

成した例で、図３はこれを自動展開し金型

製作図面を作製した場面です。 
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図１ コンポーネントの選択 

図２ 上下２ピースで配置 

図３ 金型作製用に展開 




